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　　　　　　　　　　　　　　　　論文内容の要旨
　デルマトフィルス症は放線菌目のDer肌αめp配Z認。σπ80Zθ船齢によって起こる牛・馬・めん羊・山羊・
・人などの表在性皮膚感染症であって．本菌は現在のところ偏性寄生（病原）体の一種目数えられている。
　本症の自然感染発生例は世界的に確認されており，特に重症例はアフリカ大陸を中心に熱帯地域での発生
が多数報告され，経済的な被害が深刻な状況にあると言われている。日本での確実な本症の発生は全くなか
った。
　1978年，沖縄県先島諸島の放牧牛に急性または慢性経過をとる治療困難な悪性の表在性皮膚炎の集団的ま
たは散発的発生が認められたので，，この代表的症例について微生物学的検索を実施した結果，Dθrmα‘opか
伽8coη80Zεπε5εを分離・証明した。この症例は日本における牛デルマトフィルス症の初発例であり，本症
は熱帯獣医学上重要な牛の皮膚疾患であり，わが国での蔓延も十分に考えられたことから，．この野外自然発
生例を中心にして，．本症に関する研究に着手した。
　本論文では，．この本邦初発の牛デルマトフィルス症に関する臨床獣医学的所早と病理粗織学的所見及び分
離菌の微生物学的性状について報告するとともに，分離菌の抗原分析の結果，．野外応用が可能となったDθr・
㎜αめp配Z認COπ80ZθπS語診断抗厚を用い，沖糧県下の飼育黒毛和種を対象にして抗体保有率を検索したの
で，．その概要について報告する。
L　臨床獣医学的所見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　1978年4月から1980年2月にかけて沖縄県先島諸島の4離島の墓牧牛25頭1ζ悪性摩膚糞甲発隼が認められ
たが，原因，卵治療法が不明であった。
　罹患牛25頭の月齢は生後6か月以下のものが20頭（80％）で，．この中には15日齢，．20日齢の幼牛が含まれ
て恥た6ざらに炉本皮膚炎に単血症を併発し，死亡する牛も見られた。本症の発生は5～8月が44多qi／’．
25）とやや多かったが，．本症の発生は3月以外常に見られた。発症牛は被毛不潔・栄養不堪で発育遅延個体・
に多く，．皮膚症状の特徴は滲出性の膿庖及び膿痂疹の形成であって，被毛の刷毛様。樹皮様所見と岩状痂皮
の形成であ・たが・痒覚症状は示さない・感受性試験碓果々≧端騨畢琴施したところ・P・・i・illi・1
8，00G　IU－Strepto瓜ycin　10皿g（／kg）の合剤4日連続筋肉内注射後，1．2，3，5，7．10日間隔で合計10回投
与．Erythromycin　6㎎／kg　2日運続筋肉内注射は効果的であった。
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2．病理学的所見
　初期の皮膚病変は亡命及び丘疹の形成で，局所は持続的な漿液の滲出とその凝固にともなう痂皮の形成が
顕著であった。隆起した痂皮は厚さ1，5～2．Ocmに達して容易に剥離し，その脱落創面は真皮で，表面は充
血して赤くなり，その周辺からは漿液の滲出が見られ，イチゴ様であった。組織学的には滲出性表在性皮膚
炎もしくは痂皮形成炎で，痂皮層・表皮層及び毛嚢の病変部には特徴的な菌糸様のGra皿陽性菌が多数見
られた。表皮表面には不全角化細胞，若干の変性好中球，細胞核残屑及び漿液性滲出物からなる痂皮が表皮
層に連続的にもしくは遊離して存在するδこの痂皮及び表皮細胞間には多数の菌糸様菌体が認められた。毛
嚢の冠根鞘・内根鞘に著しい菌の増殖が認められる。
3．分離菌の微生物学的所見
　分離菌は5％牛血液（馬血液）加Brain　Heart　Infusion寒天培地での37℃・48時間・好気性培養でよく
増殖し，微好気性培養で気中菌糸を形成する。好気性培養の集落は表面が不規則な隆起を示す直径0．5～1
皿の南南色で培地に固着し，．白金耳での釣菌一移植には1集落全体を摘出した。Gram染色での形態は伸長
齢はよく分岐し・横断隔畢塾し・やカ‘τ縦断裂を生じて醐性のある球菌状集塊として確認された・
　透過型電子顕微鏡での観察で叢毛織鞭毛と細胞表面にsli孤e様構造物の存在が確認された。
　分離菌の生化学的性状としてはカタラーゼ。ウレアーゼ陽性で溶血性があり，ゼラチン・カゼイン・デン
プン分解性であったが，チロシン・キサンチンは分解されなかった。糖類の分解性ではグルコーズ砺フラク．
トース・ガラクトース及びマルトースが陽性であった。これらの性状から分離菌はDεr飢αめp配Zαεcoπ8’一
磯船おと同定された。
　新分離菌の庇rπLα60pん‘」αεcoπ80Zθηε語Nα1株を用いて，熱抽出抗原・超音波処理抗原・TCA抽出抗
原及び濃縮培養上清抗原を調製した。この4種抗原の蛋白量は，培養上清抗原：ユ．33皿g／πなTCA抽出抗
原：0．28㎎／π‘1．熱抽出抗原：0．21㎎／π己及び超音波処理抗原ごG．21㎎／π‘であった。寒天ゲル内拡散沈降
反応による抗原力価は超音波処理抗原で64倍，培養上清濃縮抗原で16倍及び熱処理抗原・TCA抽出抗原で
4倍の力価を示した。，
　沖縄県下の放牧牛で問題となるピロプラズマ病（βα加3∫α扉8θ樹海α，君α加3fαboひ語，．　Bαδθs‘αoひα語，．
％θ伽r砂sθrge就O，．アナプラズマ病G4παpZαεmα況α㎎’加αZe，．　AπαpZαsπLαcεη‘rα惚）．　Papilloma
（免疫血清），．1）ermαめp観聡感染牛及び非感染正常対照牛血清について，．超音波処理抗原を用いた沈降反
応によって使用抗原の特異性を検討した結果，本抗原はDεrmαホopん記囎感染牛血清にのみ反応し；他の病
原体などの感染牛血清には反応しなかった』－「　　9　r『‘』己　∵1．’「』：∫
　分離菌のウサギに対する感染試験では，肉眠的に確認できる痂皮様物が形成され，。ζ：の痂皮のGieエnsa
染色で菌糸様自体が鏡検：され，5％馬血液加Brain　Heart　Infusion寒天培地の37℃，．48時間CO2培養及び
好気性培養によってDθrπLα‘oph4麗εcoπ80Zeπs語が分離された。
4；デルマトフィ』ルス症の血清学的診断
　超音波処理抗原（4単位）を診断用抗原として用い，本症罹患牛の抗体価を測定し，．皮膚病変スコアと沈
降素価←間接赤血球凝集素価及び酵素結合抗体免疫吸着アッセイとの関連性を検討じた。
　沈降反応の陽性限界を抗体価1：1以上とした場合，臨床的に皮膚病変が全く認められなかった85例中3
例．（3．5％）が陽性と判定された。一方，皮膚病変スコア1水準の個体21例中14例（66．7％）は沈降抗体陰
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性であったが，病変スコアH及び皿水準の症例ではいずれも抗体価1：2以上であり，病変ス＝コア皿水準の
8例中6例（75．0％）は抗体価1：32以上であった。
　間接赤血球凝集反応の陽性限界を抗体価1：10とした場合，皮膚病変の全く認むられなかッた85例中40例
（47．1％）が陽性と判定された。逆に皮膚病変スコア1水準の個体21例中・｛珊K工4．」3％），は凝集抗体価1：
10以下であった。一方，皮慮病変スコアH及び皿水準の症例ではいずれ2も抗体価1＝：聖10レベル以上であった。
　酵素結合抗体免疫吸着アッセイ法の陽性限界をOD＝0．500レベルとした場合，皮膚病変が全く認められ
なかった29例中2例（6．9％）（1，000倍希釈系）が陽性と判定された。一方，皮膚病変スコア1水準の症例
19例中15例（78．9％）が陰性であった。病変スコアH及び皿水準の症例では全て陽性であった。
　沈降素価と凝集素価との関係を解明する目的で，皮膚病変スコアとともに同一個体血清で両抗原抗体反応
を実施した125例のデータに，病変スコア不明牛で両抗原抗体反応を実施した牛47例のデータを加えた合計
172例の抗体価について分析した結果，両抗体価間の相関係数はr＝0．898で，両反応成績はよく符合して
いた（Pく0．01）。
　沈降素価とELISA抗体価との関係をみるためセζ；皮鱒癩変スコアとともに同一個体壷網で両抗原抗体反応
を実施した64例のデータに，病変スコア不明牛血清で両抗原撚反感を実施した11例を加え，合計75例の抗
湖南匿つき分析した結果，商幽間の相関係数は被検汚血の恥⑫騰倍希釈系でr＝0，896で両反応はよく符合し
習い∀た《田・《La鰯』
　湘縄鼠振細鱗匿コ漏・・て血θ㎜α孟qpん政雄co㎎oZεπ3お抗体の保有状況を超音波処理抗原（4単位）を
1用い熱演聯四内拡散沈降康応によって検索した。全供試牛980頭中心（a脇）が抗体陽性であった。
農圃嚇傭保宿墨は湘縄諸島で⑳成績は4』％』（ユ6／405）で，．その自認は盛塩名L島⑫％（0／20），伊平屋出
世ゴ脇（1～9ノノ‘刷）曳，．三座鱗島22．毘％　（7／314），久米島0％（0／10）であった。「大東諸島での陽性例は検出さ
れなかった（0／26）。宮古列島での陽性率は■16．2％（濁／99）で，その内訳は来間島33．3％（1／』3）．多良間
島15．6％（15／96）であった。八重山列島での陽性率は1ユ．6％（52〆450）で，その内訳は石垣島9．5％（22／
231），，竹富島0％（0／19）」．黒島23．7％（27〆114），西表島⑤％（0／47）及び与名国島7．7％（3／39）であ』
つたb　’
　以上の結果からDεrπLα‘opんε‘鵬COηgOτθπSおの野外の抗体保有状況・感染牛の診断及び摘発などに炉
寒天ゲル内沈降反応，間接赤血球凝集反応及び酵素抗体法の三者は十分応用し得る成績を得たが，．抗原精製
。手技の簡易性・特に反応の特異性の点でゲル内沈降反応の応用が適当と結論された。
　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　　デルマトフィ．ルス症は放線菌目の1）er鵬砒op観認coπgoZθπs蛤によって起こる牛ひ馬・めん羊・山羊・
　人などの表在性皮膚感染症であり，．人畜共通伝染病であって，．．熱帯獣医学上重要な疾患である。本菌は現在
　までのところ偏性寄生体の一種に数えられ，．日本での本症の確実な発生は認められていなかうた。
　　19・8年．著都欄県先島諸島の鰍牛た本症の甦擁面し・この山外自然両蓋を中’ゆ・・して牛デル
∵マートフ身ルス症の臨床獣医学的・・病理組織学的所見及び分離菌の微生物学的性状について検討するとともに，
　本症の血清学的診断を確立し，沖縄県下の飼育黒毛和種を対象にその抗体保有状況を初めて明らかにした。
　本論文の概要は次のとおりである。．
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1．臨床獣医学的所見
　1978年から1980年にかけて沖縄県先島諸島の4離島における放牧牛25頭に悪性皮膚炎の発生が認められ，
罹患牛の80％（20頭）は生後6か月未満の個体であった。
　発症牛は被毛不潔・栄養不良で癸育遅延個体に多く，皮膚症状の特徴は滲出性の膿庖及び膿痂疹の形成で
あって，被毛の刷毛様・樹皮様所見とブロック状痂皮の形成であったが，痒覚症状は示さなかった。
　本症の治療については，Penicillin－Streptomycin及びEryt恥omycinの大量投与が有効であった。
2．病理学的所見
　初期の皮膚病変は膿庖及び丘疹の形成で，局所は持続的な漿液滲出とその凝固にともなう痂皮形成が顕著
であった。厚さ約1．5～2．0㎝に達した痂皮は容易に剥離し，その脱落創はイチゴ様であった。
　組織学的には滲出性表在性皮膚炎で，　皮層・表皮層及び毛嚢の曽根鞘・内根鞘には特徴的な菌糸様Gram
陽性菌の増殖が多数認められた。
3．分離菌の微生物学的所見
　分離菌は5％血液加Brain　Heart　Infusion寒天培地。37℃。48時間好気性培養にて，不規則隆起を示す
黄榿色集落を培地に固着・形成し，微好気性培養では気中菌糸を生じた。本菌あ伸長菌糸はよく分岐し，横
断・’縦断裂をおヒして球菌状の遊走子を生じた。この遊走子の電顕観察では叢脳性鞭毛と細胞表面にSlime
様構造物を確認した。分離菌の生化学的性状としては，Catalase・Urease陽性で港血性を示し，　Gelatin
℃ase㎞ひStarch．分解性であった。糖類の分解性ではGlucose・Fructose・Galactose・Maltoseが陽
性であった。．これらの性状から分離菌はDεrmα⑳pゐ伽εcoπ80Zeπsおと同定された。
　新分離菌エλcoπ8σε飢sεs歴α半解iを用いて．熱抽出抗原。超音波処理抗原・TCA抽出抗原及び濃縮培養
上清抗原を調製し，寒天ゲル内拡散沈降反応にてそれぞれの抗原性を検討した結果，診断用抗原として超音
波処理抗原が最も効率的であり，．本抗原はピロプラズマ病及びアナプラズマ病感染牛血清などには全ぐ反応
せず，．Demαωpん蜘s感染牛血清にのみ反応した。
　分離菌のウサギに対する皮膚接種試験では滲出性痂皮形成炎を生じト接種菌の菌糸性増殖並びに還元培養
はともに陽性であった。
4．デルマトフ「イルス症の血清学的診断
　本症罹患牛の皮膚病変程度と超音波処理抗原を用いた寒天ゲル内拡散沈降反応（DID＞ぴ間接赤血球凝集
反応＝（PHA）・及び酵素結合抗体免疫吸着アッセイ●（ELISA）による抗体価との関連性を検討した。
．∴DI昧（陽臓界・抗体御・・1）・で1よ皮膚鮫陰性翌年のa5％（3／85）が抗体馳であり・繊
　皮膚病変’（スコ’アr＞群中の66．7％（14／21）が抗体陰性であったが，皮膚病変の中等度及び重度（スコア
　Ir＆皿）群はすべて抗体価r：・2以上であった。
　　PHA法，（陽性限界：＝抗体価t：110）では，、皮膚病変陰性群中の47．1％’（40／85）が抗体陽性であり，．病
　変ズユアr群中の14；3％（3’／21）が抗体陰性であったが．病変スコア∬及び皿群め症例ではすべそ抗体価
　．1：：10以上であった。
．，
@．ELISA法（1LOOO倍血清希釈系での陽性限界；OD　O．500）では，．皮膚病変陰性群中の6．9％（2／29）．が抗．
　体陽性であり，、．病変スコア1．門中の78．9％（15／19）が抗体陽性であったが，病変スコア∬及び皿群の症例
　ではすべて抗体陽性であった。
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　DID抗体価とPHA及びELISA抗体価との関連性を検討した結果，　DID抗体価とPHA抗体価との相
関係数はr＝0．898（n＝172）であり，DID抗体価とELISA抗体価（1，000倍希釈系）との相関係数はr
＝0．896（n＝75）であった。これらの成績はncoπ80Zeπsお抗体保有状況・感染牛の診断及び摘発などに
上記のDID・PHA・ELISAの3法が応用可能であることを示したが，抗原の精製・反応手枝の簡易性，特
に反応の特異性の点で寒天ゲル内拡散沈降反応の応用が最も適当と判断された。
　沖縄県下飼育牛のncoπ80Zεπsお抗体保有率を超音波処理抗原（4単位）を用いて寒天ゲル内拡散沈降
反応により検索した結果，全供試牛980頭中84頭（8．6％）が抗体陽性であった。沖縄諸島での陽性率は16．
2％（16／99）であり，八重山列島では11．6％（52／450）で，特に黒島では23．7％（27／114）・石垣島では
9．5％（22／231）であった。
　著者は本研究によって，牛デルマトフィルス症の臨床学的。病理学的所見及び原因菌の細菌学的性状を確
認するとともに，本症の血清学的診断法を開発し，本症の沖縄県下での発生状況を初めて明らかにした。本，
研究は獣医微生物学並びに獣医伝染病学上，寄与するところ大であり，獣医学博士の学位を授与するにふさ
わしい業績として評価する。
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